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【岩木川】流域治水の自分事化に向けた取り組み計画
（案）

【フルセット版】

令和6年 3月
青森河川国道事務所

資料５－２



#2

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治水に取り組む
主体が増える

水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組のフォローアップ

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

流域治水の広報

○広報誌・研修会で水害・土砂

災害に関する啓発活動を実施

〇テレビやYouTubeを使用した

流域治水の広報活動

○キキクルを使用した、浸水、土砂、

洪水の情報提供

〇ダム下流浸水想定区域等の発表

○総合的な防災マップの作成・配

布、洪水・土砂災害ハザードマッ

プの更新・配布

リスク情報等の提供

○SNS（LINE）による情報発信

〇地域の防災リーダーと連携した

情報伝達手段の多重化

情報伝達手段強化

○小・中学校での防災教育の実施

〇住民や企業を対象とした出前講座の実施

○ダム見学・模型を用いた防災教育

〇地元小学生を対象とした林業体験活動及

び植物観察を実施

教育活動

○要配慮者利用施設の避難

確保計画の策定・促進

計画策定

○近隣市町村で連携した統合 防災訓練

〇緊急排水訓練の実施

○大規模洪水を想定した住民参加型の避難行

動訓練の実施

訓練活動

岩木川水系流域治水協議会（岩木川流域）

森林づくりへの住民参加

○一般参加者を募集し、広葉樹を

植樹する森林づくりを実施
〇岩木川総合防水演習

〇水害時の排水機能強化のため、

排水ポンプの導入

〇田んぼダム普及・促進のため、

マニュアルやパンフレットを作成

〇災害支援体制理解の促進（TEC-

FORCE、リエゾン、災害対策用

機械等）

水災害対策の支援

水防活動の支援

〇自主防災意識に対する

活動支援補助金制度

○防災備蓄倉庫・防災備品

の整備

小・中学校での防災教育

浸水想定区域の発表

住民参加型避難行動訓練の実施

防災備蓄庫の整備

出前講座の実施

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

流域治水PR動画



#3
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

岩木川水系流域治水協議会（岩木川流域）

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎情報伝達手段強化
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報誌・研修会で水害・土砂災害に関する啓発活動を実施

小中学校での防災教育の実施、避難訓練におけるアドバイスの実施

緊急排水訓練の実施

要配慮者利用施設の避難確保計画の策定・促進

LINE・防災行政用無線を活用した情報発信

自主防災組織に対する活動支援補助金制度

総合的な防災マップの作成・配布、洪水・土砂災害ハザードマップの更新・配布

防災備品の整備・配布

住民や企業を対象とした出前講座の実施

河川空間の利活用を通した意識醸成としてイベントを実施

地方自治体への災害支援体制理解促進
(TEC-FORCE､リエゾン、災害対策用機械等)

大規模洪水を想定した住民参
加型の避難行動訓練の実施

ダム見学・模型を用いた防災教育

◎森林づくりへの住民参加
｜個人｜

地域の防災リーダーと連携
した情報伝達手段の多重化

テレビやYouTubeを使用した流域治水の広報活動

キキクルを使用した浸水、土砂、洪水の情報提供

近隣市町村で連携した統合防災訓練

一般参加者を募集し、広葉樹を植樹する森林づくりを実施

田んぼダム普及・促進のためマニュアルやパンフレットを作成

岩木川総合水防演習



#4

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

〇重要水防箇所合同巡視の実施

（R5実績：岩木川上流：６７人、下流：９２人）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

連携活動

教育活動

水災害対策の支援

訓練活動 水防活動の支援

○出前講座等の実施（R5実績：約９０名、３回）

〇小学生の体験学習として、水生生物調査、

河川の学習会を実施

○岩木川総合防水演習

〇水防工法訓練

〇緊急排水訓練の実施

〇水防拠点の整備

〇河道掘削・堤防整備

〇道路高台等への避難場所の整備・確保

岩木川水系流域治水協議会 （青森河川国道事務所）

〇流域治水の取り組み推進のための

広報や関係機関調整

○SNSを使用した防災情報の共有

〇インフラDX （三次元ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ等）

による流域治水広報の実践

流域治水の広報

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

計画策定

〇河川整備計画の変更を検討

〇岩木川中流・上流緊急治水対策プロジェクトの実施

41.4k～43.4k付近



#5

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

岩木川総合水防演習

ハザードマップの周知および住民の水害・土砂災害リスクに対する理解促進

河道掘削・堤防整備の推進

岩木川流域治水協議会（青森河川国道事務所）

重要水防箇所合同巡視
（岩木川上流・下流）

流域治水の取り組み推進のための広報や関係機関調整

令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

水防工法訓練・緊急排水訓練の実施

河川整備計画の変更検討

出前講座



#6

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

○広報誌「広報ひろさき」での防災特集連載

※災害時の避難に係る周知（計3回）

〇岩木川ダム統合管理事務所主催訓練の周

知協力（1回）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ例

洪水ハザード情報等の周知 教育活動

自主防災組織・町会等の活動支援

訓練活動

水防活動の支援

○小中学校での防災教育の実施・マイ・

タイムラインを活用した出前講座

・小中学校（10校、10回、1,645人)

○弘前市防災マップを用いた、洪水・土

砂災害ハザード情報の確認、避難情

報、避難先などを確認する勉強会を

実施。

・町会等（8団体、8回、156人)

・福祉団体等（3団体、3回、45人)

○弘前市総合防災訓練の実施

（1回、200人）

〇図上訓練の実施（5市町村、28人)

○排水ポンプシステム導入

○自主防災組織・町会で実施する訓練等の支援

(1団体、40名）

○自主防災組織等を対象とした研修

(24団体、42名）

○市と町会等のネットワーク構築(R5.12スタート)

(266町会/326町会）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （弘前市）

○緊急排水訓練の実施

○弘前市ホームページにおいて、洪水ハザー

ド情報の具体的な調べ方を周知

〇指定緊急避難場所への看板設置

(N=１基 南大町児童公園)

弘前市防災マイスター

○弘前市防災マイスター育成・活動支援

・育成講座(32人新規認定 計432人認定）

・ステップアップ講座開催予定(R5.1.27予定)

○防災教育に講師として派遣 (4人、4回)

←広報ひろさき

↓弘前市HP



#7
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

水害時に使用できない指定緊急避難場所に看板を設置

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎教育活動

｜地域｜個人｜企業・団体｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動

◎自主防災組織・町会等の活動支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

小中学校での防災教育の実施、避難訓練におけるアドバイスの実施

岩木川流域治水協議会（弘前市）

広報誌、ホームページ等で水害リスクや水害時の避難行動について周知（主に出水期前。以降、随時掲載。）

弘前市防災マップを用いた勉強会の実施（町会、自主防災組織、福祉団体など）

◎弘前市防災マイスター

｜地域｜個人｜企業・団体｜ 弘前市防災マイスター育成講座 ステップアップ講座

｜地域｜個人｜企業・団体｜
排水ポンプ訓練（予定）

岩木川総合水防演習 青森県総合防災訓練（弘前市開催）

自主防災組織等を対象とした研修案内、自主防災組織・町会で実施する訓練等の支援

市民等への土のう等の配布



#8

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供

教育活動

計画策定

訓練活動

○自主防災組織、町内会等への防

災講話（年１０～２０回実施）

○総合的な防災マップの作成・配布、

○ハザードマップの更新・配布・周知

○消防団による排水ポンプ訓練

（年１～２回実施）

○要配慮者施設の避難確保計画の作

成促進と避難の実行性確保

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （五所川原市）



#9
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜地域｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

消防団による排水訓練

ハザードマップの更新・配布・周知

自主防災組織・町内会などへの防災講話

要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

地下空間・地区タイムラインの作成・周知

岩木川流域治水協議会（五所川原市）



#10

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

〇 広報誌による啓発活動

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

啓発活動

出前講座

計画策定

○ 要配慮者における個別計画の作成

○ 令和５年度青森県地域防災活

動ネットワーク研修会参加

（職員１名 自主防災組織１名）

〇 流域防災研修会参加

（自治会１４名）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （つがる市）

〇 ＳＮＳ（LINE）による情報発信

情報発信

〇 防災ハザードマップを活用した出前講座

（７回、１３９人）

リスク情報等の提供

○ ホームページ内のつがる市土砂災害ハザード

マップの修正

館岡地区、菰槌地区、筒木阪地区、丸山地区、牛

潟地区、車力地区、富萢地区１、富萢地区２

防災備蓄倉庫研修

〇 防災備蓄倉庫の研修

（研修者91名）

研修会

自分事化に向けた取組のフォローアップ



#11

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報誌で水害・土砂災害を啓発

研修会

出前講座

住民参加型の避難訓練

浸水想定区域、土砂災害警戒区域等の公表、（つがる市ハザードマップ、つがる市ホームページ）

ハザードマップの周知および住民の水害・土砂災害リスクに対する理解促進

要配慮者個別計画の作成

水防団への情報伝達体制の強化

岩木川流域治水協議会（つがる市）

出前講座出前講座 出前講座

研修会

合同巡視

LINE・防災行政用無線を活用した情報発信

LINE・防災行政用無線を活用した情報発信

令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ



#12

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

○建設協会、消防署、民間企業、消防団、地域住

民等と連携した総合的な防災訓練の実施

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ例

水災害に関する広報

リスク情報等の提供

情報伝達手段の多重化

教育活動

水害・水防対策の支援

避難確保計画策定支援

訓練活動

水防活動の支援

○地域の防災リーダーとの連携強化

メールを活用した連絡体制を構築し、災害

発生の恐れがある場合の情報伝達手段を

強化

○自主防災組織に対する講演活動

○市内小学生に向けた防災教育

・令和5年度は防災カードゲームを活

用した授業を実施

○浸水想定区域、土砂災害計画区域等の周知

○総合的な防災マップの作成・配布

○避難場所や経路等に関する情報を周知

○自主防災組織に対する活動支援補助金制度の創設

・一定の活動を要件に世帯数に応じた

資機材購入等に活用できる補助金を支給。

○避難の円滑化を図るため、福祉施設等に対

し避難確保計画の策定支援

○地域団体と連携した防災訓練等の実施

〇水防団（消防団）と連携した水害訓練

岩木川水系流域治水協議会 （平川市）

○水害リスクに関する広報周知

・防災マップの確認

・気象情報の確認

・非常用持ち出し品

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。



#13
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

小学校等の学習機会にあわせた市職員による出前講座

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜地域｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報誌で水害・土砂災害を啓発

住民参加型の避難訓練の実施

災害時における情報伝達手段の周知

避難場所や経路等に関する情報の周知、市民への情報提供、メディア連携

防災行政無線設備の更新

防災マップの周知および住民の水害・土砂災害リスクに対する理解促進

要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

個別避難計画策定に向けた取り組み

自主防災組織に対する活動支援補助金制度

災害時の応援協定と水防団の情報伝達体制の強化

岩木川流域治水協議会（平川市）

避難所看板の多言語化に向けた取り組み

町会行事にあわせた防災講演の実施

関係機関等と連携した総合的な水防演習の実施

防災学習に関する機会の周知、防災士資格取得費補助金の周知



#14

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

○防災研修会等を開催し、自主防災組織

の設立を促す（35人参加）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供広報活動

計画策定

訓練活動

○総合的な防災マップの作成予定。

洪水ハザードマップの更新、地震危険

度等の追加

○住民参加型の避難訓練を実施

（町職員、社会福祉協議会、町内

会、自主防災組織 157人）

○岩木川総合水防演習

令和６年度、国土交通省による岩木川総合水防演習を

予定している。 岩木川左岸河川敷（鶴田町）を会場とし、

水防技術の向上、地域社会の防災意識の向上及び災

害対処能力の向上を目的としている。

○防災訓練をとおして、自主防

災組織等の避難計画等の見

直しを促す

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （藤崎町）



#15
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎広報活動

｜地域｜個人｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜団体｜

◎訓練活動

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎計画策定
｜地域｜個人｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

防災講話、研修会

住民参加型の避難訓練

岩木川総合水防演習

藤崎町防災マップの作成（洪水ハザードマップの更新・地震情報等の追加）

避難計画等の見直し

岩木川流域治水協議会（藤崎町）

｜地域｜個人｜団体｜



#16

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供

連携活動

水災害対策の支援

○避難場所等に関する情報の周知

（毎戸配布・ホームページ）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （板柳町）

○新規転入者へのハザードマップの提供

計画策定等

○避難行動時における持出し品

リストを全世帯に配布

（Ｒ５．７．２８ 約５，５００世帯）

○水防資材のストック状況の共有

（役場、町内会等）

○Ｒ４．８月に大災害を経験した鰺ヶ沢町

役場を訪問し、避難所開設時の留意点

を教示（Ｒ５．８．２ 職員２人）

○役場職員を対象とした防災に関する勉強会

（Ｒ５．９．１１ 約８０人）

○町内会長、行政連絡員等を対象とした防災

に関する勉強会 （Ｒ５．１２．１９ 約６０人）

○防災をテーマとした男女共同参画フォーラム

開催（R６．２．３ 避難所運営訓練で調整）

○民間主催の防災教室（防災知識の向上）へ

の参加（R５．８．５ 職員２人）

○青森テレビとのＳＤＧｓパートナーシップ協定締結

（Ｒ５．１２．１４）

○民間主催の防災教室（避難所運営訓練）への

参加（R５．１２．９ 職員３人）

地域防災力の強化

○県有施設を避難所として位置け広域避難行動

に結びつけることを提案

（Ｒ５．１０．３０ 西北地域県民局との意見交換）

○役場幹部職員によるLINEを活用した

災害情報の共有（Ｒ５．７月～）

○一次避難所となる小中学校において避難所

開設時の配置を確認（R５．９．２７）

○株式会社津軽りんご市場との防災協定締結

（Ｒ５．１０．１２）

○ドラッグストア２社との防災協定締結

（Ｒ５．１０．１７）

○役場幹部職員の閉庁日等における

所在場所共有（Ｒ５．７月～）

○流域治水の取組み並びに緊急治水プロジェク

トの進捗に関する情報交換

（Ｒ５．１２．２０ 国・町）



#17
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

小学校の社会科見学等の機会を利用しダム（津軽ダム・浅瀬石川ダム等）の役割等を説明

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

防災講話、研修会

小中学校における
防災教育、出前授業

住民参加型の避難訓練

水防資材のス
トック状況共有

洪水ハザードマップの配布等

避難場所等に関する情報の周知、町民への情報提供、メディア連携

ハザードマップの周知および住民の水害に対する理解促進

要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

水防活動資材の整備

災害時の応援協定と水防団の情報伝達体制の強化

岩木川流域治水協議会（板柳町）

中学生を対象とし
た避難所開設訓練

民間団体主催の防災教室等への参加



#18

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供

教育活動 計画策定

○住民を対象とした防災に関する

研修会の実施（１回、３０人）

○「防災士」の資格取得支援（２回、

６人）

○洪水ハザードマップを更新・配布（鶴田町内全戸に

配布、町HP掲載等）

○要配慮者利用施設の避難確保計画の作成

促進と避難の実効性確保（全対象施設作成

済み）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （鶴田町）

○広報誌で水害時の避難行動等を啓発

水防活動の支援

○水害時の排水機能強化のため、可搬式小

型動力ポンプを導入。また、救助能力向上

のため、デジタル簡易無線機やトランシー

バー、レスキューボートを整備



#19
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報誌で水害時の避難行動等を啓発ハザードマップを活用した水害リスクの周知

要配慮者利用施設の避難の実効性確保

岩木川流域治水協議会（鶴田町）

水害時の排水機能強化



#20

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

流域治水の広報

教育活動
水災害対策の支援

○岩木川浸水想定区域図、ため池

ハザードマップ、土砂災害警戒

区域を統合したハザードマップを

作成・配布

○県事業を活用し、自主防災組織

や町内会等を対象にした

自主防災体験研修会の開催

○自主防災組織の防災備品の整備

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （中泊町）

○中学生を対象に、一般社団法人男女共同参画

地域みらいねっとが避難所運営体験を実施

将来の地域防災を支えるためのモデル事業

災害備蓄品の確保

○大規模災害発生に備えた段ボール

ベッドやパーテーションなどを購入

（約２，５００名分）



#21
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

小学校の社会科見学等の機会を利用しダム・砂防堰堤等の役割等を説明

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報誌で水害・土砂災害を啓発

砂防施設を活用し、小学生を対象とした社会科見学

小中学校における防災教育

住民参加型の避難訓練

土砂災害ハザードマップの更新、配布等

避難場所や経路等に関する情報の周知、市民への情報提供、メディア連携

ハザードマップの周知、地域防災力向上のための集落単位での説明会、水防団の訓練

要配慮者施設等の実効性確保

災害時の応援協定と水防団の情報伝達体制の強化

岩木川流域治水協議会（中泊町）

自主防災体験研修会

防災教育、避難訓練の推進



#22

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

流域治水の広報 リスク情報等の提供
訓練活動

○防災マップに令和元年１０月青森県が公表した岩木川水系平川が氾

濫した場合の洪水浸水想定区域と、当町における土砂災害特別警

戒区域・土砂災害警戒区域、町が指定している避難所等の情報を掲

載。町民への配布を行った。

○総合防災訓練を実施

（大鰐町、１回、１５０人）

訓練項目内に土のうの作成訓

練を計画し実施した。

岩木川水系流域治水協議会 （大鰐町）

訓練参加

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。



#23
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

防災マップを希望者に配布防災マップを希望者に配布

◎流域治水の広報

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎リスク情報等の提供
②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

青森県が公表した岩木川水系平川が氾濫した場合の洪水浸水想定区域と、当町における
土砂災害特別警戒区域・土砂災害警戒区域、町が指定している避難所等の情報を掲載

岩木川流域治水協議会（大鰐町）

◎訓練参加

総合防災訓練の実施。訓練の項目内に
水害に備えた土のうの作成訓練を計画。



#24

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供

教育活動 訓練活動

○田舎館村防災講座（１回、３２人）

○洪水ハザードマップを更新・配布

（田舎館村）

○水害リスクを踏まえた立地適正化

計画及び防災指針のホームペー

ジによる公表（田舎館村）

○住民参加型の避難訓練を実施

（田舎館村、１回、２３人）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （田舎館村）



#25
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報誌で水害を啓発

防災講座

住民参加型の避難訓練

要配慮者施設等の避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保

岩木川流域治水協議会（田舎館村）



#26

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

広報紙での水害・
土砂災害啓発

リスク情報等の提供

教育活動

水災害対策の支援

計画策定

訓練活動

○小学校への防災教育、出前講座

（１回、70人）

○総合的ハザードマップの更新、配布

○避難場所、避難所に関する情報発

信（村ケーブルテレビ、村アプリ）

○河川監視カメラの設置

○消防団による水防工法訓練を実施

（西目屋村、1回、約50人）

○要配慮者の個別避難

計画作成促進

○転入世帯に対する防災バッグの

配布による早期避難促進啓発

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （西目屋村）



#27
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報誌で水害・
土砂災害を啓発

小中学校における
防災教育、出前授業

消防団による水防工法
訓練の実施

総合的ハザードマップの更新、配布等

避難場所や避難所に関する情報の周知、市民への情報提供

監視カメラの設置

要配慮避難者の個別避難計画の作成促進

災害時の応援協定と水防団の情報伝達体制の強化

岩木川流域治水協議会（西目屋村）

転入世帯に対する防災バッグの配布による早期避難促進啓発



#28

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

治山事業のＰＲ リスク情報等の提供

○県庁のHPにて、

治山事業の役

割や大切さにつ

いてＰＲ

○青森県山地災害危険地区（民有林）の

位置情報等について、インターネット上

で公開し地域住民へ周知

岩木川水系流域治水協議会 （青森県林政課）

○流域治水等に

理解を深めても

らうため、「企業

の森林づくり」中

村川流域植樹セ

レモニーを鰺ヶ

沢町民等を対象

に開催

・R5.10月5日開催

・約60人参加

山地災害防止キャンペーンの実施

○住民等に対する意

識啓発を図るため、

山地災害の防止

に関するポスター

とパンフレットを各

関係機関に送付

するとともに、県合

同庁舎と各市町村

ではロビー等に掲

示

・実施期間

R5.5.20～6.30

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。



#29
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

県庁のHPにて、治山事業の役割や大切さについてＰＲ
◎治山事業のＰＲ

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎山地災害防止キャンペーンの実施
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

住民等に対する意識啓発を図るため、山地災害の防止に関するポスターとパンフレットを各関係機関に送付する
とともに、県合同庁舎と各市町村ではロビー等に掲示

岩木川流域治水協議会（青森県林政課）

青森県山地災害危険地区（民有林）の位置情報等について、インターネット上で公開し地域住民へ周知



#30

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

雨水貯留の実践
（田んぼダムの取組の普及）

○田んぼダムの取組マニュアルや

農家向けのパンフレットを作成

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （青森県農村整備課）

○ほ場整備事業により田んぼダム

用の排水桝等を設置

雨水貯留の実践
（田んぼダムの取組の推進）



#31
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水田貯留の実践
（田んぼダムの取組の普及）

｜地域｜個人｜団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

岩木川流域治水協議会（青森県農村整備課）

田んぼダムの取組マニュアル、パンフレットの配布

ほ場整備事業により田んぼダム用の排水桝等を設置
◎水田貯留の実践
（田んぼダムの取組の推進）

｜地域｜個人｜団体｜

◎水田貯留の実践
（田んぼダムの取組の普及）

｜地域｜個人｜団体｜
田んぼダムの取組マニュアル、パンフレットの配布



#32

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

流域治水の広報 リスク情報等の提供

○テレビやYouTubeを活用した流

域治水の広報活動

○浸水想定区域、土砂災害計画区

域等を公表

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （青森県河川砂防課）

PR動画「りんご娘のみんなやろう！流域治水！」

T十川・浪岡川 洪水浸水想定区域図

土砂災害警戒区域（大鰐町周辺）



#33
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

様々なメディアを活用した流域治水の広報活動◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

浸水想定区域、土砂災害警戒区域の公表

岩木川流域治水協議会（青森県河川砂防課）

川の防災安全教室、出前講座の実施



#34

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

広報活動

教育活動

研修会開催

訓練活動

○あおもりおまもり手帳を活用した普及啓発

○分かりやすい教材等を用いた小学生への防災教育

（２回、１４１人）
○市町村における風水害対策図上訓練の企画実施を

支援 （３市町村、３回）

○自主防災組織の設立を促進するため、住民向け

の啓発・支援を実施（１５市町村、２０回開催）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （青森県危機管理局）

○避難情報の運用に関するポスターの掲示

及びマイ・タイムラインの周知

出前講座

○住民や企業を対象として、防災に関する知識の

普及を実施（１３回、８２７人）



#35
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎広報活動

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎教育活動
｜地域｜個人｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎研修会開催
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎訓練活動
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

岩木川流域治水協議会（青森県危機管理局）

避難情報の運用に関するポスターの掲示及びマイ・タイムラインの周知

◎出前講座
｜地域｜個人｜企業・団体｜

住民や企業を対象として、防災に関する知識の普及を実施

分かりやすい教材等を用いた小・中学生への防災教育

自主防災組織の設立を促進するため、住民向けの啓発・支援を実施

市町村における災害対策図上訓練の企画実施を支援

あおもりおまもり手帳を活用した普及啓発



#36

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

国有林野事業の広報 教育活動 森林づくりへの住民参加

○森林整備や治山事業の取組概要を

ホームページ上で発信 ○森林の役割や大切さ等の理解を深める

ため、地元小学生を対象に林業体験活

動および植物観察を実施（R５，４回、71

人）

○岩木川流域上流部の国有林にお

いて、一般参加者を募り、広葉樹

を植樹する森林づくりを実施（R５、

２回、12人）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （津軽森林管理署）

（津軽白神森林生態系保全センター）



#37
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

森林整備や治山事業の取組概要をホームページ上で発信
◎国有林野事業の広報

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎教育活動

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎森林づくりへの住民参加

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

小学生を対象とした
林業体験学習

公募による植樹
活動を実施

ハザードマップの周知および住民の水害・土砂災リスクに対する理解促進

岩木川流域治水協議会（津軽森林管理署）



#38

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

水源造林事業の広報 森林所有者等との会議

○所有する森林が、災害を防止す
るために重要な機能を持ってい
ることを知り、公益的機能をさら
に発揮させたいと考えるきっか
けとする。（R５年度約３０名）

○森林整備の取り組み概要をホームペー

ジや広報誌で発信

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （森林整備センター）

育成複層林や長伐期化を推進

○森林所有者等と協力して、岩木
川流域上流部の民有林におい
て、育成複層林を造成（R５年度
５ha、R６年度９ha予定）



#39
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

小学校の社会科見学等の機会を利用しダム・砂防堰堤等の役割等を説明

◎水源林造成事業の広報

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎造林所有地者等との協議

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎育成複層林や長伐期化を推進

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

岩木川流域治水協議会（森林整備センター）

ホームページで発信

森林整備センター広報誌 季刊水源林の発行

造林事業打合せ会議
分収造林契約に
基づく主伐協議

育成複層林（下木）の植栽 育成複層林（上木）の伐採



#40

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供

教育活動

○県、市町村、河川事務所等の
防災担当者向けに、大雨に
関する防災気象情報等のWeb
講座を実施。

○キキクルにより浸水、土砂、

洪水の危険度を提供

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

岩木川水系流域治水協議会 （青森地方気象台）



#41
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

小学校の社会科見学等の機会を利用しダム・砂防堰堤等の役割等を説明

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

防災気象情報に関するWeb講座の実施

岩木川流域治水協議会（青森地方気象台）

キキクルにより浸水、土砂、洪水の危険度を提供



#42

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る
（
自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

○「水陸両用バス」に「津軽ダム内部見
学」がセットになったスペシャル運行『ニ
シメヤ・ダムレイクツアースペシャル運
行』の開催

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

流域治水の広報
リスク情報等の提供

連携活動
教育活動

災害対策の支援

訓練活動

○河川空間の利活用を通した意識醸成
「津軽ダムサマーフェスタ、浅瀬石川ダムダ
ム湖ふれあいデー」を、森と湖に親しむ旬
間の期間に実施
２箇所、約1,200人

○ダム見学による模型を用いた防災教育

津軽ダム 54回 1，429人

浅瀬石川ダム 56回 1，238人

○ダム下流浸水想定区域等を公表（ダム下流地区）

○総合的な防災マップの作成、洪水ハザードマップ

を更新

○住民参加型の避難訓練を実施

・浅瀬石川ダム（黒石市,藤崎町,田舎館村 １回 58人）

・津軽ダム（西目屋村 １回 ４人）

○TEC-FORCE、リエゾン、災害対策用機械等

岩木川水系流域治水協議会 （岩木川ダム統合管理事務所）

5月～10月 各月１日 ２回 計12回



#43
令和6年度：自分事化に向けた取組のロードマップ

岩木川流域治水協議会（岩木川ダム統合管理事務所）

住民参加型の避難訓練

地方自治体への情報提供、メディア連携

広報誌でダムの管理・水害土砂災害を啓発

小中高校生の校外学習等、ニシメヤ・ダムレイクツアーの機会を利用しダムの役割等を説明

河川空間の利活用を
通した意識の醸成（森と湖に親しむ旬間）

浸水想定区域等の公表、洪水ハザードマップの更新

地方自治体への
災害支援体制理解促進
(TEC-FORCE､リエゾン、災害対策用機械等)

①
知
る
機
会
を
増
や
す

取り組み・主対象

◎水災害、流域治水の広報

｜地域｜個人｜企業・団体｜

③
行
動
を
誘
発
す
る

◎連携活動
｜地域｜個人｜

◎リスク情報等の提供
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎教育活動
｜地域｜

②
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
を
促
す

◎訓練活動
｜地域｜個人｜

◎計画策定
｜地域｜個人｜企業・団体｜

◎水災害対策の支援
｜個人｜

◎水防活動の支援
｜地域｜個人｜企業・団体｜

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

放流通報連絡会


